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を行なったところ第2表のような結果となった。

J

第2表種籾から分離した菌の病原性

保護苗代が普及していなかったころの寒冷地水苗代で

は苗腐病による発芽障害が激しかったが，最近は保温折
衷苗代の普及でほとんど問題になっていない。しかし，

近年増加の傾向にある湛氷直播では保温処置がとれない
ために,低水温の場合には病菌によると思われる発芽障
害の多発することがあるので，早急にこれが対策を構ず

る必要があり，その第1歩として関与する病原菌につい

て調査を行なった。すでに水苗代における苗腐性病原菌
(1)～(9)

については多くの研究があり，主としてsα〆oleg7zia-

““およびPyt版α“αgの菌類が関与し，その他及‘s

αγ""z,AJ"P･7zc"αおよび細菌類も発芽障害をおこすこ

とがあるといわれている。湛水直播の発芽障害もほぼこ

れと相似た病原菌が関与していると考えられるが，2，

3のあらたな知見を得たので報告する。

I種籾からの分離菌とその病原性

北陸農試昭和39年度産の種籾（品種：越路早生）を任

意に供試籾とし，昇耒アルコールにより，籾または玄米

を表面殺菌後，アグリマイシン加用馬鈴薯煎汁培地にお

いて菌の分離を行なった。また乾燥不充分な貯蔵籾（含

水迅17.6％，発芽率76％)，充分な貯蔵籾（含水盆12.9

％，発芽率91％）の発芽試験を行ない，その際不発芽の

籾から菌の分離を行なった。これらの結果は第1表のと

おりである。
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、種籾からの分離菌は玄米でも，籾殻でも,Fz@s"-""

が圧倒的に多く，ついでCz"-て"""･jaであった。また玄米

からよりも籾殻からの方が多くの菌が分離される。上記

2属のほか11属の菌類が分離されたが,分離数は少ない。

不発芽籾を対象とした場合もF""･jz"7z,Cz"-Uzdjar･ja

が多く，とくに乾燥不充分な籾からは多抵の及""･j誕加

が分離された。及""r""はその培薙上の菌叢，胞子の

形などから9群に大別した。n群，Ⅷ僻のように薗株に

よっては発芽阻客力｡)弱いものもあるが，大部分は陣密

をおこすようである｡ついで分離頻度の高いCw･Uz4Jα減α

は4群に大別され，Ⅳ群をのぞけば阻害力は強い。

AZ"γ”画廊a以下の菌は分離頻度が低いので，綱原菌と

また分離した菌が発芽障害をおこすか，どうかをみる

ために，あらかじめ崎謎した分離菌の平面啼地に樋籾を

おいて接緬し，2日後にその極籾を湛水状態で発芽賦験








